
令和７年度 第２回 二俣小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時  令和７年6月16日（月） １4時００分から15時３０分まで 

２ 開催場所  二俣小学校 会議室 

３ 出席委員  坪井 理佐雄、野中 庸孝、島 和義、武田 友子、今村 春幸、 

        熊本 あゆみ、松本 美貴子 

４ 欠席委員  太田 佳子 

５ ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  飯田 一明（二俣ふれあいC所長） 中村 育恵(二俣幼稚園) 

６ 学  校  大石 浩史（校長）、平野 将太郎（教頭）、鈴木 研太（CS担当教職員）、 

清瀧 妙子（ＣＳディレクター） 

７ 傍聴者   なし 

８ 会議録作成者 ＣＳディレクター 清瀧 妙子 

９ 会議記録  議長の島委員から７名出席しており、会議成立の報告があった。 

 

10  会長挨拶  教室や体育館の環境が大きく改善されてきている。 

        オブザーバーの2人の参加に感謝。 

 

11 校長挨拶  運動会開催への協力お礼。 

各学年で４小連合活動を実施、今後も5年生の三ヶ日自然教室を始め地域に 

出向く二俣街探検・クローバー通り店舗見学・大原浄水場・天竜エコテラス 

        見学や調理実習等、いろんな場面でお手伝いいただき、保護者や地域の皆様 

のボランティアに感謝したい。 

 

12 議長の選出 坪井会長より島委員を推薦、全員異議なくこれを承認。 

 

13 会議記録  議長の島委員から７名出席しており、会議成立の報告があった。 

 

14 熟議 

運動会の感想 

   ・低学年の玉入れはダンスと組み合わせてあって楽しそうだった。  (今村委員) 

 ・泣く子がいない。みんな笑顔だった。             (熊本委員) 

  ・6年生のフラッグを使った表現運動に向けて、ひざの痛みに耐え毎日練習していた。 

・5年生の参加もあり本番での成功に感動した。        （武田委員） 

  ・生き生きと楽しくやっている。子供が主役。高校生のボランティアも良かった。閉会式 

集中して聞いて良かった。  （島委員） 

   ・最後まであきらめず走り抜いていて良かった。 

・6年生の演技では自信をもって表現していて素晴らしい。閉会後保護者が率先して片付 

けを手伝っていた。   (坪井委員)  

 

授業の感想 

・授業でのタブレットの利用等、昔と比べると凄い。授業態度も落ち着いている。（島委員） 

   ・1年生の教室がきれい。姿勢も良い。 

・体育館の窓が閉まっており暑かった。              (熊本委員) 

   ・暑さで集中できていない子も、学年によっては見られた。       (野中委員) 

   ・道徳では、「看取り」という難しいテーマに暑い中、集中していてびっくりした。    



    ・掲示が丁寧にされていた。   （武田委員）  

    ・6年生では、授業の内容に関係ない発言が目立った。落ち着いて勉強できる環境をつ 

くりたい。町を盛り上げようと活動している人たちと二俣の今後について語り合う場 

があったらどうだろう。 

    ・トイレのいたずらが続いた。先生の指導が伝わらないのが残念。 (松本委員) 

・落ち着いた授業態度だった。挙手、発言も良くできる。落ち着かない子もいたが周りが 

のらなかった。性差なく仲良く生き生き活動している。  （島委員） 

    ・体育でふざけている子に怒るのでなく、自分の行動をふり返えらせるような指導に感心 

した。3年・6年の道徳の授業では、させられているのでなく自分から取組む姿勢が良か 

った。3年生の自習も私語なく黙々とできていた。       (坪井委員)  

 

      情報発信について 

    ・先生からどういう時に学習ボランティアに協力して欲しいのか具体的に聞きたい。     

(松本委員) 

・調理実習補助の募集をさくら連絡網でしたが、クラスによって人数にばらつきがでた。 

 気軽に応募できるように工夫をしたい。保護者にはさくら連絡網が目につきやすい。    

（武田委員）  

・さくら連絡網では地域には情報が来ない。学校だより等の活用をしたらどうか。 

（島委員） 

・他校ではLINEを利用して学習ボランティアを募るという実践もあるらしい。しかし、 

地域に知らせるのは難しい。                  (松本委員) 

    ・LINEは管理が難しい。学校だよりのお知らせ欄を利用したらどうか。 (今村委員) 

    ・地域にサポートできるグループがあるのでうまく声掛けできないか。 (坪井委員)  

    ・サポートの欲しい授業計画を早めに具体的に絞って一覧にして回覧で回したらどうか。  

                  (松本・今村・熊本委員) 

    ・今後学校支援コーディネーターが中心となって学習ボランティアや地域の人材と学校 

     をつなぐ実践をつくっていきたい。         (教頭) 

    ・さくら連絡網とＣＳ担当と学校支援コーディネーターの連携を考えていきたい。 

（島委員）                     

    ※「情報発信について」は今後も継続して検討していきたい。 

  

オブザーバーからの感想 

・ふれあいセンターにある掲示板を利用することも可能。ホワイトボードに記載して利 

用者に伝えることもできる。        （ふれあいＣ所長）  

     ・幼稚園でも学習ボランティアを活用している。楽しく実践できた経験があれば小学校 

につながると思う。                      （幼稚園先生） 

   

   15 その他の連絡事項 

    

次回開催 

・令和７年１０月９日（木） 14時00分から15時30分 


